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12
日
、
２
０
２
５
春
闘

Ｎ
Ｔ
Ｔ
妥
結
。
月
例
賃
金

１
万
２
０
０
０
円
（
３
・

08
％
）
の
改
定
。
査
定
昇

給
を
含
め
た
改
定
率
は

６
・
13
％
。「
賃
上
げ
原
資

１
万
２
０
０
０
円
の
配
分

は
、
グ
レ
ー
ド
賃
金
に

７
０
０
円
、
成
果
手
当
に

１
万
１
３
０
０
円
だ
っ

た
」「
満
額
回
答
だ
と
い
う

　

政
府
は
22
年
12
月
に
閣

議
決
定
し
た
安
保
３
文
書

で
、
23
～
27
年
度
の
５
年

間
で
43
兆
円
も
の
軍
事
費

を
つ
ぎ
込
む
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
27
年
度
に
は
軍

事
費
を
倍
増
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
２
％
に
す
る
空
前
の
大

軍
拡
で
す
。

　

安
保
３
文
書
で
は
、
27

27
年
度
以
降
も
大
軍
拡 

日
米
首
脳
会
談
で
誓
約

「
安
保
３
文
書
」
の
勝
手
な
書
き
換
え
だ

　
　

日
本
共
産
党
志
位
議
長
が
国
会
追
及

年
度
以
降
に
つ
い
て
「
防

衛
力
を
安
定
的
に
維
持
す

る
」と
し
て
い
ま
し
た
。と

こ
ろ
が
石
破
首
相
は
日
米

首
脳
会
談
（
２
月
７
日
）

で
「
27
年
度
よ
り
後
も
抜

本
的
に
防
衛
力
を
強
化
し

て
い
く
」（
共
同
声
明
）
こ

と
を
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

約
束
し
た
の
で
す
。

  

日
本
共
産
党
の
志
位
議

長
は
17
日
の
衆
院
予
算
委

員
会
で
、「
ト
ラ
ン
プ
氏
と

の
間
で
安
保
３
文
書
の
根

幹
部
分
を
勝
手
に
書
き
換

え
た
と
い
う
こ
と
だ
」、こ

ん
な
大
軍
拡
を
進
め
れ
ば
、

「
32
年
度
に
は
軍
事
費
は

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
か
ら
４
％

に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
指

摘
。
石
破
首
相
は
「
必
要

あ
れ
ば
２
％
を
超
え
る
こ

と
も
あ
る
」「
軍
拡
だ
と
は

全
く
思
っ
て
い
な
い
」
と

答
弁
。
異
常
な
大
軍
拡
を

異
常
と
言
え
な
い
首
相
の

異
常
さ
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
予
算
案
で
は
過

去
最
大
の
８
兆
７
０
０
５

億
円
と
、
突
出
し
た
軍
事

費
が
国
民
生
活
を
圧
迫
し

て
い
ま
す
。
異
常
な
軍
拡

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

要求アンケート実施中
　日本共産党通研支部は「要求アンケート」を実施し
ています。
　上がらない賃金、物価高や税金、教育費の負担増、国
の平和と安全の問題など、日々の暮らしや困りごと、将
来の不安など 、あなたの声をお聞かせください。
　回答は、①折り込みのアンケート用紙に記入して配
布者に手渡す。または②日本共産党通研支部のホーム
ページで「あなたのお声をお聞かせ下さい」をクリッ
クして記入・送信して下さい。

　ホームページの URL：https://impedance.sakura.
ne.jp
    検索：インピーダンス　共産党

が
、
全
組
合
員
に
ゆ
き
わ

た
る
グ
レ
ー
ド
賃
金
の
引

き
上
げ
は
、
わ
ず
か

７
０
０
円
だ
」「
成
果
手
当

は
評
価
結
果
や
ラ
ン
ク
で

左
右
さ
れ
る
の
で
、
も
っ

と
グ
レ
ー
ド
賃
金
を
引
き

ダ
ク
ト
化
す
る
た
め
と
し

て
い
る
」「
両
者
と
も
実
施

時
期
は
４
月
１
日
。
ロ
ケ

移
動
は
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

政
府
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
改
定

案
を
閣
議
決
定
。「
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
の

全
国
一
律
提
供
義
務
を
、

他
社
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
し

て
い
な
い
地
域
に
限
定
し

上
げ
て
ほ
し
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究
所
で
組
織

見
直
し
。「
先
端
集
積
デ
バ

イ
ス
研
究
所
で
Ｌ
推
Ｐ
が

廃
止
さ
れ
る
」「
要
素
技
術

の
研
究
開
発
の
完
了
の
た

め
」「
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
総
合
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
に
波

長
帯
変
換
モ
ジ
ュ
ー
ル
グ

ル
ー
プ
が
新
設
さ
れ
る
」

「
先
デ
研
と
未
来
研
で

行
っ
て
き
た
開
発
を
プ
ロ
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た
」「
自
民
党
が
主
張
し
た

Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
の
廃
止
は
見
送

ら
れ
た
」「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
公
共

的
役
割
は
維
持
す
べ
き

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
リ
ー
グ
、
東
京
で
開

幕
戦
。「
大
谷
翔
平
選
手
が

２
試
合
目
に
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
打
っ
た
」「
山
本
由
伸
投

手
、
今
永
昇
太
投
手
も
好

投
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
学
術
会
議
の
法
人

化
法
案
に
反
対
す
る
署
名

を
呼
び
か
け
て
い
る
学
者

や
弁
護
士
、
市
民
ら
が
つ

く
る
16
団
体
は
13
日
、
内

閣
府
に
２
万
２
７
９
２
人

の
署
名
を
提
出
。同
日
、国

会
内
で
記
者
会
見
と
集
会

を
開
き
、
法
案
は
学
術
会

日
本
の
学
術
は
終
わ
っ
て
し
ま
う

学
術
会
議
法
案
の
撤
回
を

学
者
・
市
民
ら
16
団
体
が
集
会
と
署
名
提
出

議
の
解
体
を
め
ざ
す
も
の

だ
と
し
て
撤
回
を
求
め
る

声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

本
田
由
紀
東
大
教
授
は
、

法
人
化
で
政
府
方
針
に
従

わ
な
け
れ
ば
予
算
を
削
ら

れ
る
仕
組
み
に
な
っ
た
国

立
大
の
惨
状
に
言
及
し
、

「
同
じ
こ
と
を
学
術
会
議

に
や
ろ
う
と
し
て
い
る
」

と
告
発
。
赤
井
純
治
新
潟

大
名
誉
教
授
は
、
法
案
が

成
立
す
れ
ば
「
日
本
の
学

術
は
終
わ
っ
て
し
ま
う
」

語
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
花
粉
飛
散
は
今
が

ピ
ー
ク
の
よ
う
だ
」「
薬
や

マ
ス
ク
な
ど
対
策
し
て
い

る
が
症
状
が
で
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

裏
金
以
外
の
何
も
の
で

も
な
い

　

石
破
首
相
の
商
品
券
問

題
。
首
相
は
政
治
活
動
で

は
な
い
と
い
う
が
こ
れ
こ

そ
裏
金
だ
。
岸
田
、菅
、両

元
首
相
も
商
品
券
を
配
っ

て
い
た
と
の
報
道
も
あ
り
、

自
民
党
の
金
権
体
質
に
あ

き
れ
る
。

　

共
産
党
の
小
池
晃
参
院

議
員
が
、
商
品
券
原
資
は

官
房
機
密
費
で
は
な
い
か

と
追
及
し
、
石
破
首
相
は

否
定
で
き
な
か
っ
た
。
石

破
内
閣
の
支
持
率
が
下
が

る
の
は
当
然
だ
。　
（
Ｗ
）

ガ
ザ
へ
の
無
法
な
攻
撃

や
め
よ

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
へ

の
攻
撃
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

を
再
開
す
る
蛮
行
だ
。
こ

れ
以
上
の
攻
撃
と
人
道
支

と
危
機
感
を
表
明
し
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
の
小
池
晃

書
記
局
長
は
「
こ
ん
な
無

法
を
許
し
た
ら
民
主
主
義

国
家
で
は
な
い
」
と
し
て

廃
案
に
追
い
込
む
決
意
を

表
明
。
社
民
党
、
れ
い
わ

新
選
組
の
議
員
も
連
帯
の

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

19
日
、
東
京
で
積
雪
。

「
出
か
け
よ
う
と
し
た
ら
、

降
り
始
め
見
る
間
に
積

も
っ
た
」「
昼
頃
に
は
雨
に

な
り
、
路
面
は
ほ
と
ん
ど

溶
け
て
い
た
」

援
へ
の
妨
害
を
止
め
、
た

だ
ち
に
停
戦
合
意
に
戻
り
、

協
議
の
再
開
を
求
め
た
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
攻
撃

を
事
前
に
把
握
し
、
事
実

上
容
認
し
た
。
と
ん
で
も

な
い
。

　

日
本
政
府
の
姿
勢
が
問

わ
れ
て
い
る
。
石
破
政
権

に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
そ

れ
を
支
援
す
る
米
国
に
正

面
か
ら
モ
ノ
を
言
う
外
交

へ
の
抜
本
的
な
転
換
を
強

く
求
め
た
い
。 　

 （
Ｓ
）

重税反対全国統一行動
物価高対策には消費税減税を

　

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
Ｗ

杯
出
場
決
定
。「
ア
ジ
ア
最

終
予
選
の
第
７
戦
で
、

バ
ー
レ
ー
ン
に
２
対
０
で

勝
っ
た
」「
世
界
で
最
も
早

い
出
場
権
獲
得
と
な
っ

た
」「
８
大
会
連
続
だ
」「
遠

藤
航
キ
ャ
プ
テ
ン
は
『
優

勝
を
目
指
す
』
と
決
意
を

（
１
）「
住
ま
い
は
人
権
」。 

住
宅
費
高
騰
を
抑
え
る
た

め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
向

け
の
低
廉
な
公
共
住
宅
の

大
規
模
供
給
。
家
賃
・
住

宅
費
補
助
制
度
の
創
設
。

大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
へ
の

住
宅
費
が
高
騰
、
庶
民
が
住
み
続
け

ら
れ
な
い

　
こ
れ
に
都
政
が
応
え
る
た
め
に

　
　

日
本
共
産
党
の
都
政
政
策
②  

減
税
優
遇
を
あ
ら
た
め
る
。

（
２
）ム
ダ
づ
か
い
の
大
型

開
発
は
や
め
、 

税
金
は
暮

ら
し
に
。
不
要
不
急
の
道

路
建
設
は
中
止
。
外
か
く

環
状
道
路
や
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
建
設
や
め
る
。

（
３
）「
東
京
で
２
０
３
５

年
ま
で
に
脱
炭
素 

80
％
」 

を
都
政
の
目
標
に
す
え
る
。

（
４
）
交
通
権
・
移
動
権
の

実
現
。 

バ
ス
路
線
の
維
持

の
た
め
の
制
度
創
設
、
支

援
の
強
化
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
運
行
経

費
に
補
助
強
化
。

（
５
）
防
災
対
策
。「
自
己

負
担
ゼ
ロ
」
で
の
木
造
住

宅
耐
震
化
の
取
り
組
み
を

加
速
。
避
難
所
改
善
。


